
市内小中学校等の再編について 意見等一覧（要約版）

学校名 要約内容

西袋第一小学校

○統廃合はやむを得ませんが、児童の利便性・安全確保や廃校施設の有効活用が必須です。

○既存の体育館が狭く、校舎も老朽化しているので、改築が必要です。

○再編にあたっては財政面だけでなく子どもを中心に考え、将来を見越した施設整備が必要です。

○西二小との早期統合を希望します。

○再編にあたりスクールバスや児童のケア、施設整備が必要です。

○再編後の西二小・西袋中の校舎利活用として不登校・障がい児対応強化を求めます。

○子どもたちの安心安全な学びを最優先にしてほしい。

○既存の体育館を適正規模に改築することを希望します。

○統廃合による不安や通学費負担軽減を検討してほしい。

○西二小のフリースクール化を提案します。

西袋第二小学校

○統合は予想しています。

○通学手段の支援、廃校後の校舎の利活用に力を入れてほしいです。

○学区再編も検討するべきです。

○具体的な統合時期の提示をしてほしいです。

○学校は地域に根付いているため、廃校後の寂しさを懸念します。

○統合後の通学負担増を考慮して、スクールバス等の対策を要望します。

○再編についてはスピード感をもって対応するべきです。

○統合は理解できますが、時期を明示して早急に進めるべきです。

○財政面ではなく学校規模の問題として整理をしたほうが良いです。

○具体的な通学支援策を示してほしい。

小塩江小学校

○小塩江小・中は令和9年度末までに大東小・中との統合可能性を検討とのことですが、令和9年度には運営困難になるた

め、令和8年度中に結論を出すべきです。

○地域の要望を十分把握してほしい。

○特色ある学校づくりや小中一貫校（義務教育学校）を検討してほしい。

○地域へのアンケート実施を検討すべきです。

○小規模校の再編を検討するのは理解しますが、もっと早い段階から検討したほうが良かったのではないでしょうか。

○学校再編について、地域住民として受け入れがたい部分はありますが、最終的には了承すると思います。

○子供の数がどんどん減っているため、区域外就学の基準を見直すべきです。

○統合による新入学生減少が懸念されるので、小中一貫校や義務教育学校が望ましいです。

○学校は古くなくもったいないです。

○早めに次の段階に進めるべきです。

大東小学校

○少子化に伴う再編はやむを得ないです。

○統合することによって教育の向上・経費節減に繋がります。

○通学距離が長くなる児童へのスクールバス等の対応、精神的ケアが必要です。

○学校統合に賛成です（大東小へ大森小・小塩江小を統合）。

○少子化で学年行事の実施が困難なのが現実なので、速やかな計画実行を求めます。鼓笛などの団体競技も統合で継続可能

になります。

○老朽化した施設は維持管理費削減のため、壊して更地にするべきです。

○上小山田分校は維持費がかかるので、速やかに廃校にするべきです。

大森小学校

○人口減少、少子化の中で早めに話し合い、地域の意見を聞きながら進めてほしい。

○学校がなくなるのは寂しいです。地域の支えがあるため、地域住民の意見も聞いてほしい。

○子どもたちを中心に考え、地域と協議して進めるべきです。

○通学手段の確保が必要であり、市としての方向性を示すべきです。

○人数が少ないため行事が制限されるのは子どもが可哀想なので、少しでも早く統合してほしい。

○統合するだけでなく魅力ある学校にしてほしい。

○統合するなら大東小学校が妥当です。

○再編は進めてほしいですが、OBの方からの反対意見は出ると思います。

○統合した場合、スクールバスなど通学手段の確保をお願いしたい。

○統合への目標を明確にしてほしい。

○統合先に関するアンケート実施をしてほしい。
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白方小学校

○統合後の白方小・白江小の校舎利活用を事前に提案してほしい。

○白江こども園は対象外だが、ゆめの森（大熊町）のような一体型施設も検討すべきです。

○児童クラブの利用率が高く、統合後は広い場所が必要です。

○白方と白江を統合し「岩瀬小学校」とする考えも検討するべきです。

○義務教育学校のメリット・デメリットを提示したうえで、複数案を出すよう要望します。

○再編はやむを得えませんが、保護者や地域住民に丁寧に説明するべきです。岩瀬地区の歴史を尊重し、地域の意向を尊重

した取り組みを求めます。

○白方こども園の幼少連携が深く、移転すると連携が取れなくなることが懸念されます。

○長沼を参考に統廃合を進めてほしい。

○子どもが運動する機会が減少しているように感じるため、その面もサポートしてほしい。

○住民から意見集約し、反映したうえで進めてほしい。

○白方小・白江小とも校舎が新しいため、利活用について検討してほしい。

白江小学校

○「統合の可能性を検討」という曖昧な表現ではなく、明確にしてほしいです。

○長沼地域の統合方法が岩瀬地域にも影響すると思います。

○統合後の廃校利活用は地域活性化に繋がるものを検討するべきです。

○仮に両小学校が廃校になった場合、地域が寂れてしまうことが懸念されます。

○学校統合になった場合の登下校や児童クラブの定員数増加が懸念されます。

小塩江中学校

○親の気持ちとして、なくなる学校に入学させるのが躊躇われます。

○人口減少に伴う児童数減少は理解しますが、学校がなくなることへの寂しさと怒りがあります。

○もっと早く統廃合するべきだったと思います。

○小塩江小・中を建て替えたばかりなのに、無駄になってしまいます。担当者が最後まで責任を持って問題に取り組んでほ

しい。

○子どもの少ない学校をなくすことに疑問です。最初から統廃合ありきで話が進んでいるように感じます。

大東中学校

○再編対象校だけでなく、受け入れ校への事前説明も必要です。

○全体的に再編を整理すべきです。

○公共施設選定方法の6項目について、より具体的な数値や科学的根拠を提示してほしいです。

○統合は子どもの数だけでなく、地域や施設の意見を吸い上げるべきです。

○学校名がなくなることへの地域の思いも考慮してほしい。

○デマンドタクシー活用や他地域の事例を参考に検討してほしい。

○財政が厳しい状況でも教育にお金をかけてほしい。

○子供たちを一番に考えた計画を推進してほしい。

○大東小学校へ小塩江小学校と大森小学校を統合することに賛成です。

○上小山田分校は使用されていないため廃校にしてほしい。

○少人数の小中学校は稲田学園のような小中一貫校に統合することが良いと考えます。

○小塩江から大東に通っている子どもがいるので、通学手段をしっかり考えてもらえれば納得が得られます。

岩瀬中学校

○小学校がなくなった場合の活用方法を検討すべきです。

○岩瀬は広いため、統合したらスクールバスなどの交通手段の確保が必要です。

○大久保地区は西袋が近いなど、学区が広がることで生徒が流出することが懸念されます。

○少子化だけでなく人口増加策（企業誘致など）を議論するべきです。

○白江小・白方小統合で人数が増え、人間関係が複雑になることを懸念します。

○次世代が地元に戻ってこられる施策を求めます。

〇支援を必要とする子どもへの対応ができる支援員のいるクラスの充実を求めます。

○財政面から教育を考えるのではなく、地域差や教育環境、地域性を考慮するべきです。

○子どもを地域でどう育てるか考えるべきです。

○白江小・白方小が岩瀬中と一緒になるのは良いですが、1年生から9年生までずっと一緒なのは配慮が必要です。

○通学の足を考えてほしいです。

○白江小、白方小が岩瀬中に入ってくると思うので、教室や児童クラブがどうなるか気になります。

○岩瀬中に統合できない場合、白江小・白方小は近隣の他の学校と統合できないのか。自由学区も考えてほしい。
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